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広報

おおとう



　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
の
新
春
を
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本

年
が
す
ば
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
に
よ
り
、
相
次
ぐ

台
風
の
接
近
や
上
陸
、
豪
雨
な
ど
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
で
被
災
し
た
地
域
の
一
部

で
は
、
発
生
か
ら
６
か
月
が
経
過
し
た
現
在
も
復
旧
の
見
通
し
が

立
た
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
い
つ
ど
こ
で
発
生

す
る
か
予
測
で
き
な
い
災
害
に
対
し
、
改
め
て
防
災
対
策
の
充
実

を
図
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
町
は
過
疎
地
域
で
自
主
財
源
が
乏
し
く
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
行
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
今
後
も
町
の
か
じ
取
り
役
と
し
て
、
誰
も
が
住
み
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
し
進
め
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
４
期
目
を
迎
え
た
本
年
度
は
、「
住
み
た
い
町
・
住
み
続
け
た

い
町
」、「
誰
も
が
住
み
た
く
な
る
大
任
町
」の
実
現
に
向
け
、
子

育
て
支
援
事
業
お
よ
び
少
子
高
齢
化
対
策
と
し
て「
出
産
祝
金
支

給
制
度
」や
、
大
学
、
専
門
学
校
な
ど
へ
の
進
学
希
望
者
を
対
象

と
し
た「
給
付
型
奨
学
金
制
度
」を
創
設
い
た
し
ま
し
た
。
町
外

の
子
育
て
世
代
の
定
住
を
目
的
と
し
た
子
育
て
支
援
住
宅
32
世

帯（
つ
ば
き
団
地
）に
つ
い
て
も
、
平
成
30
年
４
月
の
入
居
開
始
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
学
力
向
上
の
た
め

の
教
育
支
援
と
し
ま
し
て
、
無
料
学
習
塾「
お
お
と
う
未
来
塾
」

の
対
象
を
小
学
校
一
年
生
ま
で
拡
充
し
、
ま
た
、
小
中
学
校
す
べ

て
の
教
室
に
冷
暖
房
機
器
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
光

New Year Greetings こちら町長室×新年のご挨拶
行政

新年のご挨拶

フ
ァ
イ
バ
ー
を
平
成
31
年
１
月
か
ら
町
内
全
域
で
提
供
す
る
た

め
、
現
在
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
が
現
地
調
査
を
行
い
、
順
次
電
柱

改
修
工
事
お
よ
び
光
ケ
ー
ブ
ル
工
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
道
の
駅「
お
お
と
う
桜
街
道
」を
核
と
し
た
観
光
事
業
に
お
き

ま
し
て
は
、
さ
ら
な
る
雇
用
拡
大
と
収
益
を
図
る
べ
く
、
遊
園
施

設
増
設
の
計
画
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
本
町
と
Ｊ
Ａ
た
が
わ
が
共
同
出
資
し
て
い
る「
株
式
会
社

お
お
と
う
ニ
ン
ニ
ク
食
品
」で
は
、
６
次
産
業
化（
地
域
資
源
を
有

効
に
活
用
し
、農
林
漁
業
者
が
自
ら
連
携
し
て
加
工
な
ど
を
行
い
、

経
営
の
多
角
化
を
進
め
、
雇
用
確
保
や
所
得
の
向
上
を
目
指
す

こ
と
）を
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
商
品
と
特
産
品
の
開

発
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
田
川
広
域
連
携
事
業
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

「
し
尿
・
じ
ん
芥
処
理
施
設
」お
よ
び「
埋
立
処
分
施
設
」の
建
設

に
お
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
実
施
設
計
お
よ
び
生
活
環
境
影
響

調
査
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
分
析
結
果
に
よ
り
施
設
建
設
計
画
を

推
し
進
め
て
行
く
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
「
中
等
教

育
環
境
整
備
」「
田
川
・
直
方
バ
イ
パ
ス
延
伸
事
業
」も
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
人
々
の
笑
顔
で
溢
れ
る
明
る
い
町
、

子
ど
も
た
ち
が
よ
り
良
い
環
境
で
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
、
夢
と

希
望
に
満
ち
た
日
々
を
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
、
す
ば
ら
し
い
町

を
築
い
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
新
年
が
皆
様
と
町
に
と
っ
て
、
大
い
な

る
前
進
の
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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し
尿
処
理
施
設
や
ご
み
処
理
施
設

は
「
迷
惑
施
設
」
や
「
嫌
悪
施
設
」

な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
地
域
住
民
が
建

設
に
反
対
す
る
こ
と
が
多
く
、
一
般

的
に
ど
こ
の
自
治
体
も
建
設
地
を
選

定
す
る
こ
と
が
難
し
い
施
設
で
も
あ

り
ま
す
。

　
田
川
地
区
も
例
外
で
は
な
く
、
ご

み
処
理
施
設
に
関
し
て
は
、
候
補
地

す
ら
見
つ
か
ら
な
い
自
治
体
も
あ
り
、

一
時
は
田
川
地
区
に
四
つ
の
ご
み
処

　

一
般
廃
棄
物
施
設
の
建
て
替
え

に
つ
い
て
は
、
建
設
用
地
の
確
保
、

住
民
へ
の
説
明
、
費
用
対
効
果
な

ど
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、大
任
町
に
建
設
す
る
よ

う
に
な
っ
た
経
緯
を
説
明
し
ま
す
。

理
施
設
が
建
設
さ
れ
る
案
も
浮
上
。

一
部
の
住
民
か
ら
は
、
費
用
対
効
果

の
観
点
か
ら
四
つ
も
必
要
な
い
と
い

う
反
対
運
動
も
起
こ
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
平
成
27
年
４
月
の

統
一
地
方
選
挙
を
機
に
、
田
川
地
区
で

一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
、
ご
み
処
理
施
設

を
含
む
一
般
廃
棄
物
施
設
を
建
設
し

よ
う
と
す
る
機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
田
川
地
区
の
各
市
町
村
長

で
協
議
を
行
っ
た
結
果
、
コ
ス
ト
削

減
の
た
め
、
共
同
で
一
般
廃
棄
物
施

設
を
建
設
す
る
方
向
で
話
し
合
い
が

進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
し
尿
処
理
施
設
に
つ

い
て
は
、
以
前
か
ら
田
川
郡
東
部
環

境
衛
生
施
設
組
合
（
添
田
町
、香
春

町
、大
任
町
、赤
村
、
川
崎
町
）
が
、

大
任
町
内
に
建
て
替
え
を
進
め
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
田
川
市
、
糸
田
町
、

福
智
町
が
組
合
に
加
入
し
、
建
設
に

加
わ
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

　
ご
み
処
理
施
設
に
関
し
て
は
地
元

住
民
の
反
対
な
ど
に
よ
り
、
ど
の
自

治
体
も
建
設
場
所
を
選
定
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

建
設
場
所
の
選
定
が
進
ま
な
い

中
、
７
市
町
村
は
、
大
任
町
に
対
し

建
設
場
所
の
確
保
を
依
頼
。
当
初
、

大
任
町
は
す
で
に
し
尿
処
理
施
設
を

建
て
替
え
中
の
た
め
、
難
色
を
示
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
他
の
市
町
村
が
選
定
場

所
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
再

度
、
大
任
町
に
建
設
を
依
頼
。
大

任
町
も
田
川
地
区
全
体
の
こ
と
を
考

え
、
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て
も
建

設
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
の
依
頼
を

受
け
、
大
任
町
で
は
建
設
場
所
候
補

を
選
定
。
地
元
住
民
に
対
し
て
説
明

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
初
は
反
対
す
る
住
民
が
大
半
を

占
め
て
い
ま
し
た
が
、
大
任
町
長
が

自
ら
共
同
建
設
の
必
要
性
を
説
明
。

何
度
も
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
で
、

最
終
的
に
は
地
元
住
民
の
了
承
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
場
所
の
確

保
を
受
け
、
改
め
て
各
自
治
体
は
今

後
の
建
設
計
画
に
つ
い
て
協
議
。
し

尿
処
理
施
設
・
ご
み
処
理
施
設
の
建

設
を
大
任
町
に
委
託
す
る
こ
と
で
、

建
設
費
と
建
設
後
の
維
持
運
営
費
を

大
幅
に
削
減
で
き
る
と
い
う
結
論
に

達
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
各
市
町
村
長
で
話
し
合

い
、
各
議
会
で
の
議
決
を
経
て
、
大

任
町
に
建
設
す
る
こ
と
が
正
式
に
決

ま
り
ま
し
た
。

　
し
尿
・
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
費

は
、
総
工
費
が
約
３
０
０
億
円
か
か

る
こ
と
か
ら
、
負
担
割
合
に
つ
い
て

も
各
市
町
村
長
が
協
議
し
、人
口
割

で
負
担
す
る
こ
と
で
決
定
し
ま
し
た
。

　
大
任
町
が
処
理
施
設
を
建
設
す
る

こ
と
が
決
ま
り
、
大
任
町
長
は
総
額

３
０
０
億
の
予
算
確
保
に
奔
走
。
地

元
選
出
の
国
会
議
員
で
あ
る
武
田
良

太
衆
議
院
議
員
と
と
も
に
何
度
も
国

に
陳
情
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
予
算
の
大
部
分
に
国

か
ら
の
交
付
税
措
置
率
が
高
い
過
疎

債
を
充
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、実
質
の
建
設
費
と
し
て
70
億
円

程
度
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
も
、
当
初

は
川
崎
町
に
建
設
予
定
で
し
た
が
、

田
川
地
区
全
体
の
量
を
受
け
入
れ
る

た
め
の
拡
張
は
不
可
能
と
判
明
。
大

任
町
以
外
に
候
補
地
が
な
い
こ
と
か

ら
、
各
市
町
村
長
の
了
承
、
各
議
会

で
の
議
決
を
経
て
、
大
任
町
が
建
設

す
る
こ
と
が
正
式
に
決
ま
り
ま
し
た
。

し
尿
・
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
を

７
市
町
村
が
大
任
町
に
委
託

大
任
町
内
に
候
補
地
を
選
定

大
任
町
長
が
地
元
住
民
を
説
得

ご
み
処
理
施
設
の
選
定
は
難
航

大
任
町
に
建
設
地
探
し
を
依
頼

田
川
地
区
で
共
同
建
設
の
流
れ

し
尿
は
建
設
中
の
施
設
を
拡
張

田
川
地
区
の
人
口
規
模
で
は

各
施
設
は
一
つ
で
十
分
？

建
設
費
の
負
担
割
合
も

市
町
村
長
会
議
で
正
式
に
決
定

大
任
町
長
が
国
に
何
度
も
陳
情

過
疎
債
を
充
当
し
実
質
負
担
減

最
終
処
分
場
に
つ
い
て
も

大
任
町
に
建
設
を
委
託

※建設後の運営については、今後、各自治体間で協議をしていくことになります

田川地区の一般廃棄物処理施設は、し尿処理施設が３施設、ごみ処理施設が３施設、最終処分施設が２施設あり、
いくつかの市町村ごとに共同運営をしています。これらの施設は、老朽化により建て替え時期を迎えています。
田川８市町村で協議した結果、各施設を共同で建設することで、建設費・維持費を大幅に削減できることがわかりました。
現在、大任町では７市町村から各施設の建設についての委託を受け、大任町内に建設整備を進めています。

▲ 大任町に建設中のし尿処理施設（汚泥再生処理センター）

平成 30 年　戌年

議会
　

町
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
健
や

か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
全
国
で
相
次
ぐ
台
風
の
接
近

や
上
陸
、
豪
雨
に
よ
り
、
各
地
に
甚
大
な

被
害
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。
７
月
の
九
州

北
部
豪
雨
で
被
災
し
た
一
部
の
地
域
で
は
、

依
然
と
し
て
復
旧
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な

い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
大
任
町

議
会
で
は
、一
日
も
早
い
復
旧
、復
興
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
で
は
少
子
高
齢
化
お
よ
び

人
口
減
少
問
題
に
対
し
、
地
方
創
生
な
ど

の
早
急
な
対
応
、
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る

状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
課
題
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
魅

力
と
活
力
に
満
ち
た
町
と
し
て
発
展
し
て
い

く
た
め
の
町
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
役
割
と
責
任
の
重
大
さ
を

自
覚
し
、魅
力
あ
る
町
づ
く
り
に
す
る
た
め
、

全
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
声
を
議
会
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
も
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
、
実
り
多
い
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
任
町
議
会
議
長　
米
丸　
年
一

外　
議
員
一
同

問し尿処理・じん芥処理・埋立処分施設建設室　☎ 63・2254 2018. １月号 45 2018. １月号



平成29年度全国学力・学習状況調査
の結果と活用について【その２】

紙面の都合で、先月号に掲載できなかった「中学校の教科に関する調査結果」を報告します

１ 教科に関する調査の結果（中学３年生）

⑴中学国語
①調査結果の概要 ○数字は対象問題数、全国は国私立以外の公立平均（以下同様）

平均正答率
（％）

（Ａ）
「知識」問題

（Ｂ）
「活用」問題

大任町 全国 大任町 全国
全体 69 77.4 59 72.2

話すこと
聞くこと

69.4
④ 76.4 60.0

③ 72.4

書くこと 76.9
④ 85.7 40.6

④ 60.8

読むこと 61.3
⑥ 73.8 64.4

④ 72.1

伝統的な言
語文化と国
語の特質に
関する事項

69.4
⑱

77.2

☆１年前との比較 県平均正答率との差
国語（Ａ） 国語（Ｂ）

Ｈ 28.6（中学２年） － 15.8 － 11.5
Ｈ 29.4（中学３年） －８ － 12

7.8up － 0.5
１年前（中学２年生時）と比較すると A 問題で 7.8 ポイント県平均に
近づいています。【中学２年時は福岡県学力調査結果の数値です】

☆３年前との比較 正答率の経年変化
国語（Ａ） 国語（Ｂ）

Ｈ 26.4 小６ 61.6（－10.4) 39.8（－14.6)
Ｈ 29.4 中３ 69（－8) 59（－22)

2.4up － 7.4
小６の時より A はわずかに県平均に近づいていますが、B は差が大き
くなっています。　　（　）は県平均正答率との差

②調査結果を受けた学習指導の改善・・・学校が学校だよりなどで報告します

⑵中学数学
①調査結果の概要

平均正答率
（％）

（Ａ）
「知識」問題

（Ｂ）
「活用」問題

大任町 全国 大任町 全国

全体 57 64.6 39 48.1

数と式 61.3
⑫ 70.4 35.8

③ 46.3

図形 60.2
⑫ 66.0 38.3

⑥ 47.1

関数 52.8
⑧ 57.4 39.2

③ 50.8

資料の活用 41.3
④ 57.6

40.8
③

49.1

☆１年前との比較 県平均正答率との差
数学（Ａ） 数学（Ｂ）

Ｈ 28.6（中学２年） － 13.5 － 10.1
Ｈ 29.4（中学３年） －６ －７

7.5up 4.1up
１年前（中学２年生時）と比較するとA・B共に県平均に近づいています。

【中学２年時は福岡県学力調査結果の数値です】

☆３年前との比較 正答率の経年変化
数学（Ａ） 数学（Ｂ）

Ｈ 26.4 小６ 65.3（－12.4) 47.3（－10.1)
Ｈ 29.4 中３ 57（－6) 39（－13)

6.4up － 2.9
小６の時よりAは県平均に近づいていますが、Bはわずかに差が広がっ
ています。　　（　）は県平均正答率との差

②調査結果を受けた学習指導の改善・・・学校が学校だよりなどで報告します

２ 全国学力・学習状況調査結果を踏まえた教育委員会（大任町）の取り組み（環境整備）

①一人一人の理解度に応じた学習支援のため、小中学校の特別教室に電子黒板の設置および中学校にタ
ブレットを導入しました。（普通教室には昨年度設置しました）
※おおとう未来塾へのタブレット導入は２月を予定。また、小学校へのタブレット導入は平成 30 年度を
予定しています
②授業時数確保と学習への集中度を高めるため、すべての普通教室にエアコンを設置しました。
※特別教室への設置は平成 29 年度中を予定しています
③小中学校共通課題に対応するため、小中連携会議（道徳・英語など）や町内教職員研修会（次期学習指導
要領、教科道徳、ICT 活用）、改善サイクルに則った学力向上推進検証委員会（年５回）を実施しています。

＊今後も調査結果を活用し、各校で実態に応じた学力向上策が展開できるよう支援していきます

問教育委員会 学校教育課　☎ 63・3110

募集要項
4 月８日日に開催される「第 28 回 花としじみの里 おお

とうマラソン」の参加者を募集します。大勢で桜吹雪が舞う
春の桜街道を駆け抜けてみませんか。
　参加申込書は、役場や道の駅、レインボーホールなどに
置いています。また、参加希望者には申込書を郵送します。
■名称　第 28 回 花としじみの里 おおとうマラソン
■とき　4 月 8 日日【雨天決行】
■ところ　大任町 B&G 海洋センター
■コース　町道大任中央線（桜街道）
■種目（スタート時刻）　

▶２㎞【時間差スタート】
・中学生以上（10:00)
・小学４～６年生（10:02)
・小学 3 年生以下（10:04)
▶５㎞（10:30)
▶10㎞（10:40)
■参加資格
▶２歳以上の自力で完走できる人

■参加料　

▶一般　　3,000 円
▶高校生　1,000 円
▶中学生以下　無料
※申し込み後は、参加料の返金はできません。あらかじめ
ご了承ください
■申込方法（変更あり）
　高校生・一般の参加者は、リーフレットに添付の郵便振
替払込取扱票に必要事項を記入の上、郵便局で参加料を振
込みください（今大会から事務局窓口での受付はできませ
ん。あらかじめ了承ください）。
　中学生以下の参加者は、郵便振替払込取扱票に必要事項
を記入の上、封筒に入れて事務局まで郵送もしくは事務局
まで持参してください（今大会からゼッケン引換券は、申し
込み確認後、３月 14 日までに一斉送付します）。
※３月21日ごろまでに手元に届かない場合はお問い合わせください
■申込期限　2 月 28 日水必着
問総務企画財政課 おおとうマラソン事務局　
☎63・3000

春を感じる場所！それはここにある！

大任町結婚新生活支援助成金
大任町では、婚姻に伴う新生活を経済的に応援し、子育てしやすい環境づくりを推進する
ため、経済的理由で結婚に踏み出せない人を対象に、次のとおり一部の費用を助成します。

●助成内容（①②③合わせて上限 24 万円）
①住居の取得
②賃貸費用（賃料・敷金・礼金・共益費に限る）
※会社からの住宅手当は対象外（生活保護の住宅扶助も同様）
※その他、公的制度による家賃補助などを受けていないこと
③引越費用（引越業者使用に限る）

●助成条件（①②③共通）
▶年間所得が世帯合計で340万円未満であること
▶平成29年５月１日から平成30年２月28日までに婚姻し、当該
住宅の住所へ転入していること
▶大任町から１か月以内に転出していないこと

●その他
▶過去にこの制度に基づく助成を受けていないこと
▶助成内容により、提出書類が異なります
※申請書および添付書類を提出し、助成金の振り込みは約１か月
後を予定
※詳しくはお問い合わせください
問住民課 社会福祉係　☎63・3004

第 28 回 花としじみの里 おおとうマラソン
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大
任
中
学
校
１
年
生
の
５
人
が
人
権
作
文
で
受
賞

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
福
岡
県
大
会

　12月６日、大任中学校で「人権作文表彰式」が行
われました。今回のコンテストには、１年生43人が
応募。その中で、清藤琴海さん、原田優月さん、福
髙迦苑さん、﨑野樹さん、寺戸琳さんの５人が人権
作文コンテスト福岡県大会田川人権擁護委員協議会
部門で奨励賞を受賞しました。受賞した生徒は、う
れしそうに賞状を受け取っていました。

▼今年は、昨年を上回る生徒５人が奨励賞を受賞しました

安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
願
っ
て

平
成
石
炭
巨
大
門
松
奉
納
式

　12月15日、道の駅おおとう桜街道で「平成石
炭巨大門松奉納式」が行われました。式典には、
今任保育園やどんぐり保育園などの園児が参加。
園児たちは絵馬をかいたり、歌を披露したりして
式典を盛り上げました。また、門松は、川崎町の
まちおこしボランティア「手弁当の会」が設置。門
松には、願いごとが書かれた絵馬が飾られました。

▼今年は、道の駅に12段の大きな巨大門松が設置されました

長
年
の
消
防
団
と
し
て
の
功
績
が
認
め
ら
れ
る

（
大
任
町
元
消
防
団
長
）梶
原
忠
雄
さ
ん
が
瑞ず
い

寶ほ
う

單た
ん

光こ
う

章し
ょ
うを
受
章

　11月29日、福岡県庁で秋の叙
じょ

勲
くん

伝達式が行われ、
梶原忠雄さんが平成29年度瑞

ずい
寶
ほう

單
たん

光
こう

章
しょう

を受章しまし
た。そして12月７日、梶原さんは瑞

ずい
寶
ほう

單
たん

光
こう

章
しょう

の受章
を永原譲二町長に報告するため、大任町役場を訪れま
した。梶原さんは「長い消防団活動の中で、楽しいこ
とより苦しいことの方が多かったですが、みなさんの
支えがあり続けることができました」と話しました。

▼消防団長を務め、町のために尽力した梶原忠雄さん

永
原
美
紀
さ
ん
が
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
を
発
表

田
川
地
域
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

　11月28日、レインボーホールで田川広域観光
協会主催による「田川地域の観光まちづくりセミ
ナー」が開催されました。このセミナーは、地域
全体でのまちづくりなどを行う機運を高めること
を目的としています。セミナーの事例発表では、
商工会女性部の永原美紀さんが、これまでの町
の取り組みなどについて発表しました。

▼イベントの活動内容や事業の効果について熱く発表しました

一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
る
町
で
あ
る
た
め
に

平
成
29
年
人
権
講
演
会

　12月５日、大任町役場で「平成29年人権講演
会」が開催されました。今回の講師は、元小学校
教職で、現在はオカリナ奏者として活動する山口
裕之さん。山口さんは、いのちの大切さや人の生
き方、差別解消のあゆみなどを言葉とオカリナを
使った演奏で表現し、来場者に人権の大切さを伝
えました。

▼オカリナで「花は咲く」や「竹田の子守歌」などを披露

田
川
の
魅
力
を
ド
イ
ツ
に
発
信

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
が
田
川
地
区
を
視
察

　12月１日、道の駅おおとう桜街道さくら館（温
泉館）を、オリンピック競技のキャンプ地視察の
一環として、ドイツのスポーツ連盟関係者計４人
が訪問しました。今回の視察では、温泉のほかに
石炭・歴史博物館や田川市総合体育館などにも訪
問。施設の写真を撮影したり、担当者に質問をし
たりして、田川地区の魅力を実感していました。

▼道の駅で、家族風呂を体験したスポーツ連盟の関係者

まちの話題問 総務企画財政課 広報係　☎ 63・3000
こ
れ
か
ら
も
、
ず
っ
と
、
ず
っ
と

周
り
の
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
人
に
な
ろ
う

大任小学校５年
坂木 蘭さん

今任小学校５年
佐藤 史弥さん

充
実
し
た
毎
日
を
送
る
た
め
に

優
し
さ
を
広
げ
る

大任小学校６年
上野 柚姫さん

今任小学校６年
山家 優月さん

第 30 回 大任町少年の主張大会
次
代
を
担
う
町
の
子
ど
も

た
ち
が
、
社
会
の
動
き
や

身
近
な
こ
と
な
ど
に
対
し
、

感
じ
た
自
分
の
想
い
を
声

に
し
て
表
現
す
る
「
少
年

の
主
張
大
会
」。

大
任
町
青
少
年
育
成
町
民

会
議
の
主
催
で
、
12
月
９

日
に
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
町
内
３
校

か
ら
代
表
者
た
ち
が
参
加

し
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
と

大
き
な
声
で
堂
々
と
会
場

に
訴
え
か
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
想
い
を
参
加
者
の
心
に

届
け
ま
し
た
。

職
場
体
験
で
学
ん
だ
こ
と

税
金
の
お
か
げ
で

大任中学校２年
藤本 優衣さん

大任中学校２年
岩下 颯太さん

大任町代表に決定

命
が
な
く
な
る
そ
の
前
に

吹
奏
楽
部
で
学
ん
だ
こ
と

大任中学校１年
小谷川 沙帆さん

大任中学校１年
寺戸 琳さん

　
私
は
、
な
ぜ
税
金
を
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

か
と
疑
問
に
思
い
、
調
べ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
最

初
に
、
税
金
に
は
ど
の
よ
う
な
種
類
が
あ
る
の
か
を

調
べ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
約
50
種
類
も
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
納
め
方
に
よ
っ

て
、直
接
税
と
間
接
税
の
２
種
類
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

直
接
税
と
は
、
納
税
者
と
負
担
者
が
同
じ
税
金
で
、

所
得
税
や
自
動
車
税
な
ど
が
代
表
的
な
も
の
で
す
。

一
方
、
間
接
税
は
、
納
税
者
と
負
担
者
が
異
な
る
税

金
で
、
消
費
税
や
入
湯
税
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
50
種
類
も
あ
る
税
金
は
何
に
使
わ
れ
て
い

る
の
か
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
学
校
や
消

防
署
、
警
察
署
、
ゴ
ミ
の
収
集
な
ど
、
身
近
な
も

の
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
の
ほ
と
ん

ど
が
、
税
金
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

私
の
学
校
や
町
で
も
税
金
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

学
校
に
は
、
昨
年
か
ら
電
子
黒
板
が
設
置
さ
れ
、
そ

の
お
か
げ
で
、
授
業
の
内
容
が
よ
り
分
か
り
や
す
く

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
私
が
通
っ
て
い
る「
未
来
塾
」

は
、
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
も

き
っ
と
税
金
の
力
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
、
税
金
の
無
駄
遣

い
や
脱
税
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
を
目
に
し
ま
す
。
み
ん

な
が
頑
張
っ
て
払
っ
た
税
金
を
、
好
き
勝
手
に
使
っ

て
い
い
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
税
金
は
、
み
ん
な
の

た
め
に
正
し
く
使
う
も
の
で
す
。

　
私
は
、
税
金
に
つ
い
て
調
べ
て
み
て
、
税
金
の
必

要
性
や
重
要
性
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ

そ
、
み
な
さ
ん
に
も
税
金
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
う
す
る
こ
と
が
日
本
の

未
来
を
考
え
、
自
分
た
ち
の
生
活
を
よ
り
よ
く
し
て

い
く
第
一
歩
に
つ
な
が
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

※
文
書
は
、
主
張
の
内
容
を
要
約
し
て
い
ま
す

※
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
岩
下
さ
ん
は
、
２
月
17
日

㈯
に
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る「
田
川
地
区

大
会
」で
、
大
任
町
代
表
と
し
て
発
表
す
る
予
定
で
す

税
金
の
お
か
げ
で
　
　
岩
下 

颯
太
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町
で
は
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
の
保

育
所
入
所
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
対
象
児
童　

保
護
者
が
就
労
や
病
気

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
日
中
家
庭
で
保

育
が
で
き
な
い
児
童
。

※
現
在
通
所
中
で
、
継
続
し
て
入
所
を

希
望
す
る
人
も
手
続
き
が
必
要
で
す

■
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
支
給
認
定

申
請
書
兼
利
用
申
込
書 

②
保
育
の
利
用

を
必
要
と
す
る
申
告
書 

③
平
成
29
年
度

市
町
村
民
税（
非
）課
税
証
明
書（
平
成

29
年
１
月
１
日
に
大
任
町
に
住
民
票
が

な
い
人
の
み
父
母
と
も
に
必
要
） 

④
印

か
ん 

⑤
世
帯
全
員
分
の
個
人
番
号
カ
ー

ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド 

⑥
申
請
者
の
身

分
証
明
書（
免
許
証
な
ど
） 

⑦
委
任
状

（
世
帯
員
以
外
の
人
が
提
出
す
る
場
合
）

■
申
込
書
配
布
開
始
日　

１
月
９
日
㈫

■
受
付
期
間　

１
月
15
日
㈪
～
31
日
㈬

９
時
～
17
時（
期
間
厳
守
）

■
受
付
場
所　

住
民
課 

社
会
福
祉
係

問
住
民
課　
社
会
福
祉
係

☎
63
・
３
０
０
４

Information

大任町公民館　　　☎63・2242

レインボーホール・レインボー図書室・
B&G海洋センター・サボテンハウス

☎63・4832

し尿・じん芥処理施設建設室　☎63・2254

今任町民会館 ☎63・2506

島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828

税務課 ☎63・3002

住民課（福祉全般・後期高齢
者保険・国民健康保険・国民
年金・同対係） ☎63・3004

水道課 ☎63・3293

ホームページ
http://www.town.oto.fukuoka.jp/

大任町役場
☎63・3000

お し ら せ
広 場
くらしに役立つ
情報をお届けします

住民課（戸籍・衛生）☎63・3003

総務企画財政課 ☎63・3000

事業課・産業経済課・特産品開発課 ☎63・3001

教育課（学校教育係・社会教
育係） ☎63・3110

ふるさと館おおとう ☎41・2055

　平成 29 年度地方教育行政功労者表彰を受賞
　10月13日、松田幸さんが平成29年度地方教育行政
功労者表彰（文部科学大臣表彰）を受賞しました。松田さ
んは、平成16年から町の教育委員長を務め、町の教育
の充実発展に尽力されました。
　松田さんは「何事も無く、12年間教育委員長ができたこ
とを誇りに思います。今後も、未来塾などの事業を継続的
に行ってもらえればうれしいですね」と話してくれました。
問教育課 学校教育係　☎63・3110

国
民
年
金
保
険
料
の「
２
年
前
納
」制
度

問い
合わせ

国
民
年
金
だ
よ
り

◉
住
民
課 

年
金
係　

☎
63
・
３
０
０
４

◉
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
８
９
１

平
成
30
年
度
入
園
児
募
集

つばき団地受付開始

受付期間終了後、選考を行います

　１月10 日から町営住宅入居者申し込み
を次の通り受付します。
■申込資格
　①�平成 12 年４月 2 日以降に生まれた子

どもがいる世帯もしくは妊娠中であ
ること

※上記の条件でどちらか一方を満たしてい
て、大任町に定住を目的とする町外者が優
先となります
　②�過去、大任町において税および使用

料などを滞納していない人
　③�入居する世帯員が町営住宅における

共同生活を円満に営むことができる人
■選考方法
　�ポイント方式入居
※ポイント方式の詳細はホームページに記載
■募集する住宅
　�子育て定住促進住宅 つばき団地
■受付期間
　１月10 日水～１月 31日水
　９時～ 16 時 30 分
■申込場所
　事業課 住宅係
　※詳しくはお問合せください。
問事業課 住宅係　☎ 63・3001

周辺マップ

　

介
護
保
険
広
域
連
合
田
川
・
桂
川
支

部
で
は
、
次
の
と
お
り
介
護
保
険
嘱
託

員
の
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き　

２
月
18
日
㈰

■
と
こ
ろ　

田
川
・
桂
川
支
部（
田
川
自

治
会
館
内
）

■
受
験
資
格　

介
護
支
援
専
門
員
、
保

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
介
護
保

険
嘱
託
員（
認
定
調
査
員
）採
用
試
験

　

高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ

廃
棄
物（
ポ
リ
塩

化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）

を
使
用
し
た
機
器

は
、
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業
株
式

会
社（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）に
処
分
委
託
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
法
改
正
に
伴
い
、
届
け
出
内

容
の
変
更
、
追
加
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
処
分
期
間　

①
大
型
変
圧
器
・
コ
ン
デ
ン
サ
ー
な
ど
は

平
成
30
年
３
月
31
日
㈯
ま
で　

②
安
定
器
お
よ
び
汚
染
物
な
ど
は
平
成

33
年
３
月
31
日
㈬
ま
で

※
昭
和
52
年
３
月
以
前
の
古
い
工
場
や
ビ

ル
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
機
器
が
な
い

か
再
度
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

問
嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

☎
０
９
４
８
・
21
・
４
８
１
２

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て

　

現
役
で
働
き
た
い
、社
会
と
つ
な
が
っ

て
い
た
い
と
考
え
て
い
る
み
な
さ
ん
。
第

二
の
人
生
に
向
け
た
第
一
歩
を
踏
み
だ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

１
月
24
日
㈬　
13
時
～
15
時
30
分

■
と
こ
ろ　

田
川
市
民
会
館
１
階

■
対
象
者　

60
歳
以
上
の
人

■
参
加
費　

無
料　
※
先
着
20
人

■
内
容　

現
役
で
活
躍
す
る
た
め
の
健
康

づ
く
り
、
60
歳
か
ら
の
仕
事
探
し
な
ど

※
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
個
別
相
談
を
実
施

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
福
岡
県
70
歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
２
・
４
３
２
・
２
５
４
０

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
応
援
セ
ミ
ナ
ー

　

遠
賀
川
流
域
サ
ミ
ッ
ト
は
、
生
命
の

川
で
あ
る
遠
賀
川
の
水
環
境
の
改
善
を

目
指
し
、
９
年
前
か
ら
２
年
お
き
に
国

土
交
通
省
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠
賀
川
流
域

住
民
の
会
が
共
同
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
と
き　

１
月
21
日
㈰　

13
時
30
分
～

■
と
こ
ろ　

夢
サ
イ
ト
か
ほ

■
参
加
費　

無
料

問
国
土
交
通
省
遠
賀
川
河
川
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
１
８
３
０

第
６
回
遠
賀
川
流
域
リ
ー
ダ
ー
サ
ミ
ッ
ト

　

直
方
特
別
支
援
学
校
で
は
、
平
成
30

年
度
幼
稚
部
入
学
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
者　

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
幼
児

（
平
成
24
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
27
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
）

平
成
30
年
度
福
岡
県
立
直
方
特
別

支
援
学
校
幼
稚
部
入
学
者
募
集

■
受
付
期
間　

１
月
30
日
㈫
～
２
月
６

日
㈫　
９
時
～
16
時　

※
最
終
日
は
12
時
ま
で

■
選
考
日　

２
月
16
日
㈮

■
合
格
者
発
表
日　

３
月
５
日
㈪

※
志
願
書
類
は
学
校
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

※
小
・
中
学
部
の
児
童
生
徒
の
体
験
入
学

な
ど
も
実
施

問
福
岡
県
立
直
方
特
別
支
援
学
校

☎
０
９
４
９
・
24
・
５
５
７
０

　全国町村監査委員協議会表彰を受賞
　町の監査員である宇佐見利憲さんが、全国町
村監査委員協議会表彰を受賞しました。この賞は、
監査事務並びに地方自治の振興発展に功労のあ
る人を顕彰するために表彰するものです。宇佐見
さんは、平成22年から７年以上にわたり、町の
監査委員として尽力され、公正かつ合理的な行
政運営に努めた功績が評価されました。
問総務企画財政課 総務係　☎63・3000

健
師
な
ど
の
資
格
を
有
す
る
者
で
、
普
通

自
動
車
運
転
免
許
を
取
得
し
て
い
る
者

■
申
込
期
間　

１
月
９
日
㈫
～
31
日
㈬

９
時
～
17
時
ま
で（
土
日
、
祝
日
除
く
）

※
申
込
用
紙
は
、１
月
４
日
㈭
か
ら
田
川
・

桂
川
支
部
、
市
町
村
の
介
護
保
険
担
当

窓
口
な
ど
に
用
意
し
て
い
ま
す

※
郵
送
に
よ
る
請
求
は
不
可

※
申
込
用
紙
は
田
川
・
桂
川
支
部
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い

■
採
用
人
員　

２
人
程
度

■
任
用
期
間　

平
成
30
年
４
月
１
日
～

平
成
31
年
３
月
31
日

■
雇
用
形
態　

非
常
勤
職
員

問
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合 

田
川
・

桂
川
支
部 

総
務
係

☎
49
・
１
０
９
３ ２年度分の保険料をまとめて納める２年前納制度の案内です！

《２年前納の手続き》
申し込み期限：２月末

《現金（納付書）による前納》
任意の月から翌年度末までの前納が可能になりました。最大で４月分から翌々年
３月分までの２年分の前納が可能です。
《口座振替・クレジットカードによる前納》
４月分から翌々年３月分までの保険料を４月末に納付して
ください。
※「２年前納」で納付するためには、手続きが必要です
※詳しくは近くの年金事務所へお問い合わせください
問直方年金事務所　☎0949・22・0891

「２年前納」を利用すると、毎月納付する場合に比べ、２年間で 15,000 円程度の
割引になります。なお、口座振替に加え、現金・クレジットカード納付による２年
前納も可能になりました。
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▼11月30日、役場にて表彰伝達式が行われ、永原町長に受賞を報告しました

人を支えられる心を
　「人の役に立てていたらうれしいなと思います」と穏やかな
表情で話してくれたのは宇佐見淑子さん。宇佐見さんは町の
相談役として、30年間大任町の民生委員・児童委員を務めた
ことなどが功績として評価され、11月に民生委員制度100周
年記念厚生労働大臣特別表彰を受賞しました。
　民生委員・児童委員とは、社会福祉の増進に努めることを
任務とした民間の奉仕者であり、社会奉仕の精神で常に住民
の立場になって相談などに応じる役割を担っています。現在
は、上今任・狐塚・向田地区を担当。宇佐見さんは「住民と役
場をつなぐ役割ができるようにしたいですね」と話してくれま
した。また、宇佐見さんに自身の個人的な活動について聞く
と「会議や老人クラブを通じて情報収集をしたり、困ってい
る人の話を聞きアドバイスを送ったりしています」と現在の
活動を振り返る様子で話してくれました。
　宇佐見さんの趣味は生花。「花が好きで、一つひとつ景色
の違った作品を作ることがおもしろい」と、20年間生花教室
の先生を務めていました。現在、教室の先生は引退しました
が、趣味で人に教えたり、自身で作品を作ったりして生花を
続けています。また、以前は運動が好きでインディアカ（羽
根の付いた特殊なボールを手で打ち合う、バレーボールのよ
うなスポーツ）をよくしていたそうです。
　最後に宇佐見さんは「民生委員として、自身がやるべきこ
とをやって、役割を果たせたらと思っています。今後も人に
迷惑をかけないで、充実した毎日を過ごしていきたいですね」
と笑顔で今後の目標を語ってくれました。

宇
う

佐
さ

見
み

 淑
と し

子
こ

さん 

クローズ・アップ

−民生委員・児童委員− vol .135

ち ゃ ん １歳
Ｈ29年１月９日生まれ

安永・女の子

町と地域をつなぐ糸

　「娘にいちごを食べさせてあげたい」という思
いがあり、30年以上前から夫婦で作り始めま
した。現在は家族３人で作っていて、農薬の散
布回数を減らして、品質にこだわり、完熟した状態のいちご
を12月中旬から５月下旬ごろまで道の駅に出品しています。
そのほかにも、あまおうジャムや旬の野菜（大根・白菜など）、
もち米粉を出品していますので、ぜひ一度お試しください。

完熟状態のいちごは
甘くておいしいですよ

～道の駅おおとう桜街道から情報を発信～

梶原美枝さん

１月の休室日

問 OTOレインボーホール
☎ 63・4832

◉ 開 室 時 間　 ９ 時 ～ 17 時
※休室日を変更する 場合があります。

◉ 貸 し 出 し　 合 計 /10 点
※ CD と DVD（ビデオ）は１点ずつ

の日が休室日です。

※そのほか、多数入庫しています

日 月 火 水 木 金 土

31 １ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 1 2 3

D V D 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
●アバウト・タイム 　　          リチャード・カーティス  監督
●ライオン 　   　　　　　 　　   ガース・デイヴィス  監督
●カンフーパンダ３　　　ジェニファー・ユー・ネルソン  監督
C D 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
●ATTACK ALL AROUND 　　                AAA    　
●つなぐ 　　              　　  　　　　　  　 ARASHI     　

一般書
●居酒屋ぼったくり８　　　　　　　　　秋川 滝美      著
●生きていくあなたへ   　　　　　　     　　       日野原 重明      著
●わたしのいつものごはん 　　   　  栗原 はるみ 　 著
児童書
●ごはんはおいしい　   　     　　　　　    ぱく きょんみ     文
●ジャングルのサバイバル１　   　　     洪

ホ ン

 在
ジ ェ

徹
チョル

　  文
●11 ぴきのねこどろんこ　　　　　      馬場 のぼる    著

宇賀里美さん

　大任小学校では、毎年11月の土曜授業で「親と子の音
楽会」を開催しています。今年は、18日土に「歌声集会」と
して行いました。「心を一つに田川一の歌声集会」の児童
スローガンのもと、各学年合唱２曲を披露し、最後に全校
で「未知という名の船に乗り」を合唱しました。
　全校の児童が力を合わせたことの分かる素晴らしい歌
声になりました。この「歌声集会」では、歌や合唱の力だけ
ではなく、次の３つの力の育成をめざしました。

心を一つに！歌声を響かせて！

教 育 信通 大 校学任 小

　明けましておめでとうございます。昨年も「夏祭り」や「イ
ルミネーション」などを含め、多くのお客様にご来場いた
だき、誠にありがとうございます。８年目を迎える今年は、
今後の道の駅を担う人材育成に力を入れ、従業員の接客能
力の向上に努めて参ります。また、新しい企画を取り入れ、
多くの人に愛されるファミリー向けの道の駅を、従業員全
員で力を合わせながら築いていきたいと思っています。今
年も道の駅おおとう桜街道をよろしくお願いします。

今年も人々に愛される
道の駅を目指します

問 道の駅おおとう桜街道 もみじ館　☎63・4430

梅林 英三さん
道の駅おおとう桜街道支配人

　２月に誕生日を迎える３歳までのお子さんの写真を
募集します。次回の締め切りは１月12日金です。
問総務企画財政課 広報係　☎63・3000

あまおうジャム
自家製のいちごを使用
した無添加の「あまおう
ジャム」。いちごと砂糖、
レモン果汁のみで作っ
ていて、甘さを少しひか
えめにした食べやすい
ジャムになっています。

あまおう

　○人前でも、ものおじせず大きくハキハキものが言える力
　○みんなで何かを成し遂げようとしたとき、自分も全力
　で取り組もうとする協働する力
　○がんばっている人を認める力（いいものはいいと思い、
　自分もそうなりたいと思う素直な心）

　これらの力を教室で
も発揮できるよう取り
組みを続けていきます。
　歌声集会の最後に保
護者の方から感想をい
ただきました。

「心がほっこり温かく
なりました。クラスが１つになり、素晴らしい歌声でした。
感動をありがとう。」

「ここまですごいとは思っていませんでしたよ。みんなの頑
張りが伝わってきました。本当に感動しました。」温かいお
言葉をいただき、児童の顔は、達成感であふれていました。
問教育委員会 学校教育係　☎63・3110

く ん ２歳
Ｈ28年１月12日生まれ

上今任・男の子
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（平成 29 年 11 月末現在）
65 歳未満 65 歳以上 計

男 1,690 人  （－６）    742 人  （＋１） 2,432 人 （－５）
女 1,696 人  （－６） 1,118 人  （＋４） 2,814 人 （－２）
計 3,386 人 （－ 12） 1,860 人  （＋５） 5,246 人 （－７）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,507 世帯（＋１）

■　防犯・交通の問い合わせ

田川警察署　☎４２・０１１０
大任交番　　☎６３・２１１０

●物件事故    ８ 件 （108 件）
●人身事故    ５ 件 （30 件）
●死亡者数    ０ 件 （０ 件）
●負傷者数    ８ 件 （49 件）

（　）内は平成 29 年の累計

交通事故発生状況（11 月中）

交 通防 犯

田川警察署からのお知らせ

急ぐほど 正しく
はっきり110番

　ＡＴＭを操作してお金が戻ってくる
ことは絶対にありません。
　電話でお金の話をされたら詐欺と
疑ってください。

町内犯罪発生状況（11 月中）

種 類 件 数

自動車盗 ０件

オートバイ盗 ０件

性犯罪 ０件

車上ねらい ０件

空き巣・忍び込みなど １件

 １月行事予定表 睦月
日 月 火 水 木 金 土

場 所 １ 元旦 ２ ３ ４ ５ 小寒 ６
【集会室】
→役場住民集会室

【視聴覚】
→役場視聴覚室

【多目的】
→役場多目的ホール

【公民館】
→大任町公民館

役場仕事始め

７ ８ 成人の日 ９ 10 11 12 13
成人式

【レインボーホール
受 付：13 時　 開 会
13時30分】
※詳細は15ページ

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

３校給食開始

14 15 16 17 冬の土用入り 18 19 20 大寒

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

乳児健診
( ４・７・12 ヵ月児
対象者個別通知)

【集会室13時30分〜
14時30分】

大任中入学
説明会

障がい者
心の健康相談

【視聴覚 10時〜12時】

21 22 23 24 25 26 27
出初式

【大任中 10時〜】
※雨天の場合はレイン
ボーホールにて実施

ロコモ若返り
教室

【集会室 13時30分～
15時】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

食生活改善推
進員講座

【調理室 10時30分～
15時】

心配ごと相談
(女性民生委員が対応)

【視聴覚 10時〜12時】

２ヵ月児親子家庭
訪問
(対象者個人通知)

【対象者自宅 要予約
時間】

大任小・今任小
授業参観

28 29 30 31 1 2 3 節分

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

　町では新成人の二十歳の門出を祝って、下記のとおり成人式を開催します。
■とき　１月７日日　受付：13 時　開式：13 時 30 分
■ところ　レインボーホール
■対象者　平成９年４月２日～平成 10 年４月１日生まれの人
※町内在住の人には、昨年 12 月上旬に案内状を送付しています。
また、他市町村に転出している人でも出席できます
問教育課 社会教育係　☎ 63・3110

新成人の二十歳の門出を祝う
平成 30 年成人式

１/７
日

開催

１/23
火

開催

　大任町公民館では、毎年恒例の新春囲碁大会を下記のとおり開催します。
たくさんのご参加をお待ちしております。
■とき　１月23日火　受付：８時30分　開会：９時
■ところ　大任町公民館２階
■対象者　町内在住の人、町内で勤務している人
■参加費　500円
■申込先　教育委員会 社会教育係（１月16日火までに電話で申し込み）
※参加者全員に「道の駅商品券」をお渡しします
問教育課 社会教育係　☎ 63・3110

熱き盤上での戦い
新春囲碁大会

◆香春町（http://www.town.kawara.fukuoka.jp/）
●香春の鉄道・風景写真展

■とき　１月16日火～３月18日日
■ところ　香春町町民センター２階ロビー
■内容　在りし日の香春岳の姿や香春の町並み、鉄道
風景などの懐かしい写真の数々を展示します。
問香春町役場 教育課 社会教育係　☎32・8410

●問い合わせ先
田川市　☎ 44・2000
添田町　☎ 82・1231
川崎町　☎ 72・3000
赤　村　☎ 62・3000
香春町　☎ 32・2511
糸田町　☎ 26・1231
福智町　☎ 22・0555

おおとう未来塾３学期
４日木（中学生スタート）
11日木（小学生スタート）

９日火
平成30年度４月保育所
入所申請書配布開始

※詳細は10ページ

９日火
３校始業式

17日水
みらい広場開校式３学期
【公民館 16時～ 18時】

31日水
町県民税

第４期納期限

31日水
国民健康保険税

後期高齢者医療保険料
第７期納期限

22日月～ 26日金
大任中授業参観週間

15日月～ 31日水
平成30年度４月

保育所入所申込期間

23日火
新春囲碁大会

※詳細は15ページ

◆川崎町（http://www.town-kawasaki.com/）
●ニューイヤーコンサート2018

■とき　１月６日土　開場：18時　開演：18時30分
■ところ　川崎町勤労青少年ホーム
■入場料　無料
問川崎町役場 企画情報課 企画係　☎72・3000

◆
今
月
の
表
紙

　
今
月
の
表
紙
は
、
防
犯
・
交
通
安
全
も

ち
つ
き
大
会
の
写
真
で
す
。

　

12
月
15
日
、
年
末
年
始
の
防
犯
と
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
よ
う
と
、
役
場
ロ
ー

タ
リ
ー
前
で「
防
犯
・
交
通
安
全
も
ち
つ

き
大
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
、
田
川
警
察
署
や
交

通
安
全
協
会
な
ど
の
ほ
か
、
今
任
保
育

園
、
誠
慈
保
育
園
、
ど
ん
ぐ
り
保
育
園

か
ら
１
人
ず
つ
園
児
が
参
加
。
警
察
官

の
制
服
姿
で
参
加
し
、
大
会
に
花
を
添

え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
役
場
前
を
通
り

か
か
っ
た
車
の
運
転
手
に
チ
ラ
シ
と
餅
を

配
り
、
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

★
Ｇ
Ｔ
Ｏ
編
集
室

▼
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年

も
広
報
お
お
と
う
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
▼
さ
て
、
昨
年
を
振
り
替
え
っ

て
み
ま
す
と
、
本
当
に
幸
せ
な
一
年
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
人
と
の
交
流
が
多
く

あ
り
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
つ
な
が
り
が
増

え
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
町
民
の
方

と
ご
飯
に
行
っ
た
り
、
温
泉
に
行
っ
た
り

と
幸
せ
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
平
成
30
年
も
多
く
の
人
と
の
交

流
が
あ
り
、
幸
せ
な
一
年
を
過
ご
せ
た
ら

と
思
い
ま
す
。（
勇
輝
）

イルミネーション
１月末まで

2018. １月号 1415 2018. １月号



お
お
と
う

広報

１

■
発

行
／

大
任

町
　

■
編

集
／

総
務

企
画

財
政

課
☎

0947-63-3000（
代

表
）　

FA
X

 0947-63-3813
〒

824-0512　
福

岡
県

田
川

郡
大

任
町

大
字

大
行

事
3067

番
地

　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.oto.fukuoka.jp/

No.318

平成30年


